
Title 公共輸送における"公共"性について
Sub Title On the concept of "common" carrier
Author 藤井, 弥太郎

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1964

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.57, No.7/8 (1964. 8) ,p.608(88)- 625(105) 
JaLC DOI 10.14991/001.19640801-0088
Abstract
Notes 小島栄次教授追悼特集

論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19640801-

0088

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


,

'■
■■

- 

:
:

■

.
:
,
;
.

_八

：

八

-'
'‘(

六
:0
八)

'.

一：：
麵共

.

に

1
:
_

る
/

て

一

.

.

.

.

.

.

.

.
 

,

 

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

-

/.
 

>

 
.

 

.

f. .

.

.

 

.

..
*

'

»., 

ぐ

、し 

■
:
-

■

 

:

. ;
;

:

■

.

 
.

 -

 
■

:
.
.

;

;

1

'

 

ノ
'

.

>
-

 

. .
..
..
..
..

,

: :
■,
 

. 

-..I1
-
 

. 

)

,■
,:
'

.■
-
■
.

,

弥

.
太

'郎
 
r

.

 

-

 

....
 

.

 

.r
 

...... .

 

-
.
-

■!
.

 

...

..
 

;,
.;,
.,
 

.
 
..

.■
■
. 

•
 

..
 
.
 

.
 

-
.'.
\

. 

. 

/ 

' 
一
 

■■
',
.'
 」 

.

.

.

.

•

 

■

 

'
V
I
:

'r
一- 

-
. :

.,

.
 

- 

: 

. 

/ 

■

-
-
 

:■:
:■•
'

.

•

 

■ 

.
: 

-

■-

.本
稿
で
は
、
公
共
輸
送
に
つ
い
そ
云
わ
办
る
"公
共
"
\性
の
意
味
を
.若
干
考
.ぇ
て
.み
た
い
。
.以
下
、

問
題
の
所
在
、
，国
家
政
策
上
の
要
求
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独
占
規
制
と

."
公
共
"性
、

"公
共
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性
の
内
容
の
順
で
検
詩
す
る
が
、
.便
宜

上

.、，'
問
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を
鉄
道
と
道
路
輸
送
か
レ
成
る
国
内
痤
上

輸
送
に
限
定
す
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か
つ
て
陸
上
輸
送
を
独
占
し
'て
い
.た
鉄
道
の
地
位
が
道
路
輸
^•
•
'o
:
成
長
に
よ
っ
允
低
落
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
わ
が 

国
の
場
合
、
鉄
道
は
昭
和
ニ
五
年
に
は
全
陸
上
旅
客
輸
送
量
の
九
ニ 
：％

;'
貨
物
輸
送
量
の
八
六
^
を
：輸
送
し
.て
.い
た

が

、
.三
七
年
に
は
旅
客
七
四

%
、
貨
物
六
四
％
に
低
下
し
た
。
昭
和
四
五
年
の
鉄
道
分
担
率
は
、
旅
客
六 
一'%
、
貨
物
六
ー
ー
％
に
さ
ら
に
減
少
し
、.
道
路
輸
送
の
比
率
が
速
続

.
 

、1)

■.
 

-

的
に
上
昇
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
；る
。

.

道
路
輸
送
は
、
：自
家
用
輸
送
が
重
要
な
部
分
を
占
め
.る
.こ
と
で
、
鉄
遒
に
く
ら
べ
.て
大
き
な
特
長
が
あ
る
。
鉄
道
に
取
い
て
も
自
家
用
輸
罢
の 

性
格
を
持
つ
も
の
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
大
部
分
の
専
用
鉄
.道
は
自
家
用
輸
送
の
た
め
の
施
設
で

-̂
り
、、
ま
た
公
共
鉄
道
上
の
私
有
貨
車
は
道

表一1 陸 上 輸 送 最

客 10億人キロ 貨 物 10愆トンキロ

昭和 営 業 輪 送 自 家 用 輸 送
合計

営 業 輸 送. 自家用 
輪 送

合計
鉄道 バス 1 タク

シー 計 ノ<ス 乗用 
祺 計 鉄道

卜ラ 
.ック，計

卜ラ
ック

25 105.6 8.2 0.3 114.1 0 .1 0.4 0.5 114.6 33.8 2.4 36.2 3.1 39. 2
30 136.1 23.1 2.5 161.7 0.2 1.7 1.9 163. 6 43.3 3.7 47.0 5.8 52.8
35 184.3 42.7 5.2 232. 2 1.3 6.4 7.7 239.8 54.5 9.6 64.1 11.2 75.3
37 210.0 52. 8 8.2 271.0 1.6 11.4 13.0 284.0 57.2 14.1 71.3 18.3 89.6

路
輸
送
に
お
.け
る
自
家
用
ト
ラ
ツ
ク
に
類
似
し
た
性
格
が
.あ
る
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表 2 賴 謂 人 叫 ル

ベ 営 業 輸 送 肖家用輪送
•-

合 計
鉄 '道 .バ ■, .ス fi十 ' 乘 用 車

1930 29.3 7 .1 36.4 160.9 197.3
1940 24.8 10.2 35.0 245.8 281.6
1950 32.5 26.4 58. 9 402.8 461.7
1958 23.6 20.8 44/4 663.7 708. X

U.S. House Document “Final Report of , the Highway Cost Allocation Studv” 1961, 
p. 253. .'イン. :
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ゾ 
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:•
九

〇(

六」

〇)

.ト
ラ(

ッ
ク
：保
有
両
数
の
七
六
％
を
保
有

_し、;;
:
-五

0'
人
以
上

0企
業
の
保
有
数
は
八
％

:にと
.ど+22
。
'す

な
 

.

；

:わち
、

'特定
の

'輸送
貨
物
、：

.輸送
距

.離、？地
あ̂
る
；い

.：は
企

寒

に

.つ
v>
て
見
れ
ば
、
：輸
送
サ

' 丨ビ
ス
需
要 

■.者の
自
家
用
輸
送
に
対
す
る
選
好
は
き
わ
め
：て
太
き

.なi

.
の

/があ
.ると
云

.える
，
：

•

.
旅
客
輸
送
で
は
、

B
.
が
国
の

.場合
、
自
家
用
乗
用
車
の
保
有
台
数

£者
し

.い増
加
が
あ
る
と
は
い
え
、
 

.輸送
量
で
は
現
在
未
だ
陸
上
輸
送
機
関
：に
よ
る
総
旅
客
輸
送
量
の

'四
％

ほ

ど

：で

し

か

な

(3 ?。

.
自

家

用

旅

客 

輸

送

の

.重#
性

が

特

片

太

き

：い

来

国

，の

場

合

.には
、

.へ鉄
：道
を
含
む
全
陸
上
旅
客
輸
送
量
む
九
西 

用
車

.によ
る

も

：
の

で

あ.
っ
た
。(

表—

2)

こ〉

の

よ

5な
；自

家

用

輸

送0発
達

：は
、,,「

乗

用

車

に

よ

っ

て

も 

た
ら
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
変
化
の
中

.でも
、

.紙道
、
市
街
電
車
、，
地
卞
鉄
、

.バス
に
よ
る
旅
客
輸
送
と

い

ぅ

■
..

、

ず

-

'
か

つ
.て

の

大

事

業

に

対

し

て

そ

れ

が

与

え

た

以

上

.に

激

し
.い

も

の

は

な

1
。」

と
.云
'わ

れ

る

ほ

ど'
の

影

響

を.
 

営

業

輸

送h
:に
与
え
.た
.。
：：..一〔

，九

四
'九

年

に

米

国

の

消

費

者

が

航

空

.を

含

む

全

：て
.の

国

内

旅

客

輸

送

に

対

し

て 

支

払
0

た

支

出

は- :
六

六

億

ド

ル.(

以
下
一
九
五
九
年M

格)

で

あ
.っ
：た

が

、
：
そ

の

ぅ

ち

営

業

輸

送

に

^

す 

る

支

出

は.三
'
一
億
ド
ル.、
：：
一
:
:ニ
％
.に

す

ぎ
.な

か

，
っ.た
P
':
'(

表
1

3

こ
れ
が
一.
九
：.五

九

年

に

は

さ

ら

に

三

〇 

億

ド

ル
，
、
' 八

％

に

減

少

し

た"

都

市

間

輸

送

だ

；け

に

つ

い

て

見

れ

ば

、

こ

の

期

間

に

営

業

輸

送

に

対

す

る 

，
支

出

に

は
.
一

九

囪

九

年

の

；
：
ー

0

億
ド
ル
か
' ^

ー.九

；
五

八

年

の
.
ー.
三
.億
ド
ル
に
若
干
の
増
加
が
あ
っ
た
が
、
 

そ
れ
は
航
空
輸
送
の
一

.

五

億

ド

ル

か

ら

六

，

一

億

ド

ル

.へ
の
成
長
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
鉄
道
と
バ
ス 

に

対

す

る

支

出

は

そ

れ

ぞ

：
れ

五

，
：

:-

ー.ー
億
ド
ル
か
ら3

、

六

億

ド

ル

、

一
一
一

.

ニ

億

ド

，
ル
.か
ら
ー
ー
‘

九

億

ド

ル 

に

減

少

：し
：た

。

I
.

九

七

〇

年

に

は

、

営

業

輸

送

に

対

す

る

支

出

は

一

：
九

五

九

年

.に
：く

ら.べ

、
て

五

〜

.
ー
〇

億
 

ド

ル

の

增

加

が

あ

る

ど

予

想

さ

れ

て

い

る

が

巧

こ

め

増

加

も

臾

た

航

^-
輸

送

に

対

す

る

支

出

增

加

に

よ

る

表一3 米国陸上旅客輸送安出
1959年換算10億ドル

；  '' 二 - . -   - .•

ti- 公共輪
. ■  • ■

自家用  
乘 用 車

1949 26.6 3.1 23.5
1959 39.3 3.0 36.0

1970推定 65 3. 5.〜4. 0 60以 上 .

ネ都市内輸送.(鉄道,:地下鉄を含む高速市内 

鉄道，バス, タクシー）, 都市間輸送（鉄 
道, バス，航空）を含む。
''America in the Sixties” I960, pp. 184— 
6 & 246.

'ル
用
車
、

5
0;
‘--
:
|
.
_§,

4~
-
.-
■
も
め
で
、
.鉄
道
と
バ
ス
へ
の
支
出
は
さ
ら
に
減
少
す
る
と
見
ら
れ
て
：い
る
。
他
方
、
自
家
用
輸
送
に
対

'出
，

^ 

:23
-3
6

_
_P.
1
す
る
支
出
は

.ニ五
0億
ド
ル
以
上
の
増
加

.を見
る

.%

.のと
推
定
さ

.れ.てい
'.
る)
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わ

.が国
の
場
合
、
自
家 
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て
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'

眧
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歷
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'讲

^
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者

^

ぜ
ン，
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。
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f
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^
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i

&
si
x
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輸
送
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送
と
对
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さ
れ
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v
象

用

輸

送̂

区

別

さ

れ

：る

が、' 機
能
上
，か
ら
す
れ
ば
自
家
用
輸
送
と
同
じ
く
専
用
輸
送
で
あ
る
場
合
が 

表 
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?定

内

»バ
が

24
;

ぐ

0
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94
9
95
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l
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&
,:■
あ
り
得
る
グ
わ
が
国
.の
.場
合
、.道
路
営
業
輸
送
は
一
般
輸
送
と
特
定
輸
送
に
分
け
ら
れ
て
：い
.る
が

、
一
.
般

t
^

—

―

U

I

,

.

.

.

.

,
.

.ヾ._
軸

送
.ガ
..不

特

定

，
の
，
テ

.般
公
衆
.の
和
用
^
供
.せ
^
れ
.^:
も
..の
、
で.あ
ヴ
、'
.こ
の
意
味
.で
公
共
輸
送...common 
.
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.carrier, 

p
u
b
l
i

-o.transport 

;

と
呼
ば
れ
る
の
：に
対
し
、
特
定
輸
送‘

contract 

carrier:

は
待
定
め
者
の
た
め
に
の
：み
行
な
わ
れ
る
サ
I
ビ
ス
で

.

.

.
- 

.

.
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.

.

. 

.

.

.
- 

.
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あ

る

.0
従
っ
て
、：'自
家
用
輸
送
'̂
特
定
輸
送
は
、
：自
己
.：の
た

め

に

行

な

わ

れ

る

も

；
の

〕

で

あ

る

か

, 

<
 

.

.

へ9)

と
い
ぅ
点
'で
は
相
違
す
る
が
、
ザ
I

ビ
ス
の
機
能
上
の
性
格
は
何
れ
も
専
用
輸
送
.で
あ
り
、：.

公
共
輸
送
と
対
比
ざ
れ
る
:0
:実
際
に
唂
、

：

' 自
家
用
輸 

送
を
行
な
っ
て
い
た
，企
業
'が
経
営
上
.の
座
由
.か
ら
輸
送
部
門
を
分
離
し
て
、
特
定
.輸
送
企
業
：を
作
る
例
は
少
な
く
な
い。
公
共

輸
送
と
専
用

輸
送
'.

の
区
分
は
、
わ
が
国
の
場
合
、
鉄
道
に
.お
い
て
.法
規
上
二
層
明
瞭
で
あ
る
''
.°わ

が
国
の
鉄
道
は
、..

国
有
鉄
霞
、
地
方
鉄
道
、
：専
用
鉄
1
に

><
1別
さ

.

.

.

.

.

.

れ
る
が
、
専
用
嚴
道
は
そ
れ
が
営
業
.で
.あ
る
と
自
家
用
で
あ
.る
と
を
問
わ
れ
る
亡
と
が
.な
'ぃ
。
\
:
.
:
フ

ド

0)

. 

-

'今
日
、
専
用
輪
送
.は
そ
の
.大
部

分

が

自

家

用

輸

送

：で

あ

る

。
従

っ

，て
、

'
•営
業
輸
送
を
も
：っv

公
共
輸
送
を
代
表
さ
せ
、
自
家

1
輸
送
で
専
用
輸

, 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

-

送

を

代

表

さ

.せ

る

こ

と

は

、

実
際
に
は
大
き
な
.不
都
合
を
生
じ
'な
い
。
:.
L
:か
し
、.
輸
送
サ
I
ビ
ス
を
そ
の
東
す
機
能
上
：か
ら
考
え
.る
昜
合
に
は
、

.
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営
業
輸
送
と
自
家
用
輸
送
_，の
区
別
よ
り
も
、
公
共
輸
送
と
専
用
輸
送
の
別
と
し
て
考
え
る
方
が
一
，層
適
.切
.で
あ
ろ
ぅ
■■ 
°
:

:
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共
輸
送
に
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け
る
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弁
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性
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い
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■:道
路
®
送
.
f

、
：
の

競

争

を

受

け

へ

て

輸

送

W
場
■

け
る
分
担
率
の
連
続
的
が
減
少
を
霞̂̂
^

.れ
る
各
截
の
S
約
.に

っ
I

て
不
満
を
訴
^'
-て
き
た
。
：へ1>
;か

务
 ̂

の
ど
-1
.

(

て
公
共
输
送
.を
見
れ
ば
、
不
特
定
の
需
要
者 

>

.'
'
ノ
'
の
利
用
に
供
せ'ら
れ
る
と
い
う
固
有
の
性
瓶
を
持
：つ
公
共
輸
送
罢

最
も
典
垔
':
*

に

鲁

れ

る

，と.は
い
£

;
鉄
道
に
め
.み
.

な
性
格
の
:%
の
で
ば
な
い
。V-
'
道
路
輸
送
に
お
い
て
も
、
公
共
輸
送
で
あ.る
か
ら
に
は
、

^
式
や
程
度
の
相
違
こ
そ
あ
れ
へ..課
せ
ら
れ
'る
と
£
;
ろ
の
あ
る:%
:

の
：で

知

今 ̂

そ
の
武 

課
さ
れ
る
形
式
や
程«
の
相
違
£
よ
っ〈て

，：：：

輸

送

舐

：

丨
：：

ビ
，S

要
者
に
よ
る
^

 

そ
れ
； 

ば
力
り
.で
は
な
V

一
 1

層
本
質
的
に
は
、,
そ
の
の
よ.う
な；： "

公
共
"
.：：性
を
.要

求

さ

：
れ

る

も

の

と

そ

う

著

；
い

:%
0
と
.の

間

の

問

題

で

あ

る

。

':
'
営

業

輸
 

送
の
大
半
ヵ
公
共
輸
送
で
あ
る
現
状
か
ら
す
ー
れ
ば
、
.

の̂
、
公
共
"
性

の

問

題

：
は

、
へ

^'
業

輸

送̂
启
家
用

輸̂
 ̂

ま
た
本 

.質
的
匕
あ
ら
わ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
ゾ
英
国
に
お
い
て
全
て
め
鉄
道
と
国
内
セ
最
も
大
規
模
な
営
業
ト
ー
ス
ツ
ク
群
と
を
経
営
し
て
：ぐ
た
か
つ
て
の
英 

，
国
運
耥
委
員
会
はrp

免
韵
庫
両
s'
棄
ト
ラ
ッ
ク)
.：
の
増
太
が
公
共
内
陸
貨
物
輸
送
企
邊
最
も
重
大
な
影
響
を
連
緣
的
に
与
え

^
^

の
.こ
と

は

、

道

路

輸

送

：で

あ

る

.と

鉄

道

で

あ

る

と

を

問

わ

ず

、
.営
業

輸

送

.企

業

每
 

、
ぬ

へ

てt
る

ダ

.

.そ
れ
は
.問
題
の
所
在
を
適
確
^
表
現
し
.た
.、も
の
..で
あ
る

->
:
'
.
.
云
£
よ
う
。
.；
：
.
'
.

■
実
際
に
こ
の
.
"公
共
，
世
が
問
題
が
自
家
用
輸
送
と
営
業
輸
送
と
の
間
の
合
理
的
な
資
源
配
分
の
上
.

Iえ
る
影

響

は

、い
わ
ゆ
る
タ

リ
I
ミ 

ン
グ

l

l

g
の
雷
に
よ
っ
て
？

よ
く
.示
さ
れ
る
。
も
し
も
、，.現
在
そ
、う
で
I

I

に
、
：公
共
輸
送
に
不
特
定
の
一
，般公
衆

の
利
用
の 

た
め
に
常
に
供
せ
ら
れ
る
べ
き

こ

と

が

：
〃
公

共
"
性
の
名
に
お
い
て
強
制
さ
れ
る
な
ら
ば
、
.自
家
用
輸
送
利
用
者
は
、
自
己
の
貨
椒
の
輸
送
の
う 

ち
価
値
^Q

る
輸
送
，た
け
を
行
な
い
、：
最
も
価
値
の
少
な
い
輸
送
を
公
共
輸
送
企
業
に
.ゆ
だ
ね
.る
.で
あ
.ろ
う
。

「

道
路
輸
送
企
業
が
鉄
道
の
貨
物
の 

最
も
価
:fi
t
あ
る
部
分
"
を
奪
い
去
っ
て
利
益
の
な
い
か
す
を
残
す
の
.と
ま
さ
.に
同
様
に
、

自
家
用
車
を
使
用
す
る
荷
主
は
運
賃
の
高
い
貨
物
を 

自
己
の
車
両
で
輸
送
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
.出
費
を
減
ず
る
だ
ろ
う
と
云
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
、
自
分
が
較
扱

う
に
は
都
合
の
惡
い
よ
う
な
貨
物
を
そ
れ
が
.
ど
ん
な
も
の
で
あ
づ
て
も
輸
送
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、
公
共
輸
送
機
関
が
維
持
さ
.れ
る
こ
と
を
期
待 

す
る
で
あ
ろ
う
。
，事
実
、
そ
う
す
る
こ
と

で
出
費
を
減
じ
る
こ
と
の
出
来
る
場
合
に
は
何
時
で
.も
自
己
の
車
両
に
貨
物
を
転
移
す
る
こ
と
に
よ
づ 

て
公
共
輸
送
組
織
を
切
り
く
ず
す
権
利
を
荷
主
が
持
っ
て
い
る
限
り
、

公
共
輸
送
機
関
の
癀
載
率
は
引
き
下
げ
ら
れ
、
そ
の
平
均
費
用
は
増
加 

し
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
た
め
に
、
公
共
輸
送
機
関
に
よ
っ
て
輸
送
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
.な
い
貨
物
の
運
賃
は
高
い
ま
ま
に
お
か
れ
る
で
あ
ろ
う
と 

い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。」

.

.
，
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,

;」

現
在
の
よ
う
な
公
共
輸
送
の
後
退
が
交
亂
の
分
野
に
お
け
る
合
理
性
の
観
点
か
ら
正
当
な
も
の
，で
あ
る
か
ど
う
，か
を
云
う
た
め
に
は
、
公
共
輸

’ 

.

.
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送
に
.求
め
ら
れ
て
い
る
："
公
共
"

性
の
意
味
と
そ
の
目
1

的
な
.あ

り

方

に

：
つ
：
い

.て
考
え
；て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
自
家
用
輸
送
の
急
速
な
増
加
に 

際
し
て
、
こ
の
よ
う
な
間
題
を
認
め
、
以
下
、'.
,
公
共
輸
送
に
つ
：い
て
耷
わ
が
る」

"

公
共
.

"
性
が
何
か
、
若
.̂

考
£

.
て
み
た
い
。
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経
企
庁「

総
合
的
交
通
体
系
ド
べ
昭
和
三
六
年)

' 
の
所
得
倍
増
計
画
.に
伴
'う
作
業
.，に
よ
る
推
定
。…

自
動
車
輸
送
量
は
昭
和
三
五
年
度
よ
り
統
計
方
式
が
変 

-更
さ
れ
释
が
、
上
記
め
一
.一
五
年
の
数
値
及
び
表
丨
1
.の
数
値
は
運
輸
省
T
.
I
X
に
よ
る
修
正
値
で
経
企
庁
：の
所
得
倍
増
べ
丨
ス
に
よ
る
修
正
値
と
は
若
干
相
違 

■
:
;.
す
る
。
.
:,.
'
.
' 

.

.

.
'
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.
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'
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上
記
の
よ
う
に
自
家
用
輸
送
は
鉄
道
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
、が
出
来
、
そ
の
輸
送
量
を
含
め
れ
ば
自
家
用
輪
送
の
比
率
は
さ
ら
に
上
昇
し
よ
う
。
たと

.
ぇ
ば
、
国
鉄
.の
専
用
線
は
荷
#
が
自
3
の
貨
物
の
輸
送
の
た
め
.に
建
設
維
持
す
る
も
の
で
.あ
_る
が(

形
式
上
そ
の
所
有
権
は
国
鉄
に
’.あ
る
が
実
質
的
に
は
敷
設 

:
,
.
者
で
あ
る
荷
主
^
所
有
に
変
ら
身
い)

'
昭
：-;
5
1
:ー七
年
に
ば
線
.区
数
ニ
<
ニ
〇
、：：延
長
3 

.全

国

鉄

発

着 

'卜
.ン
数
の
.四
五
.
が̂
.
専;f
f
l線
か
ら
発
着
す
る
貨
物
で
あ
っ
た
。
特
に
、
油
脂
類
' 
石
灰
石
、
セ
.メ
ン
ト
の
輸
送
は
そ
の
八
〇〜

九
〇
％
以
上
が
こ
の
截
の
貨
物 

パ
ン
で
：あ
る
。( 「

昭
和
三
七
年
度
日
本
国
有
鉄
道
監
査
報
告
書」

'1

兰
六
、
七
頁)

。
ま
た
、
国
鉄
上
の
私
脊
貨
車
も
荷
主
が
自
己
の
貨
物
の
，輸
送
の
た
め
に
製
造 

.維
持
す
を
も
：の
で
&:
る
於
、
同
0;
ぐ
昭
和
三
七
年
骀
在
.ー：万
両
を
超
え
今
：4
の
.場
合(

に
も
、ま
だ
、：
油
脂
類
.'
化
学
薬
品
、̂:
大
型
貨
物
は
そ
の
大 

:
半
が
私
有
貨
苹
に
：よ
っ「

て
翰
送
.$
れ
<
い
.る
。
.

(

.

「

貨
物
研
究
し
-第
五
卷
第
九
貢
昭
^
ニ
七
年
}
-:
^.
^ ̂
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.
運
輸
省

'-
.陸

運

紘

：
計

要

魔

」

、
へ
：
藏

動

軍

輸

嚴

計

靈

ロ

* :
。
さ
 

：

：
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A

通
産
省」
「

製
造
業
事
業
所
に
来
け
る
自
動
車
馨
状
況
調」

C

昭
和
三
五
年)

、「

商
業
事
業
所
：に
お
け
る
诌
動
車
保
有
优
況
調」

(

昭
和
三
.五
年)

.
。
普
通
ト 

.

く
ラ
ッ
ク
、
.小
型
四
輪f
フ
ッ
ク
V
H輪
ト
ラ
；
ッ
ク
.を
.食
む
r
-r
i
:お
亂
年
吖
規
模
別
従
業
員
数
及
び
：年
間
出
荷
へ
^
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業
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業
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ン
一
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あ
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な
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一
部
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の
ト
ラ
ッ
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国
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約
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ニ
公
共
輸
送
企
業
が
提
f

る
サ
丨
ビ
ス
に
■

て

云

髮

I

が
あ
名
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
I

の

国

鉄

監

査

報

告

書

は

、
，
何

れ

も

、
：
現

在

国

鉄

|

せ

ら

％

や
負
祖
の
是
正
あ
る
い〕

は
0.

に
.
よ
る
誉
徵
を
求
め
て
：い
：る
ぐ
報
告
書
が
.
公

共

的

負

担

の

内

容

と

レ

て

あ

げ

.て

 

高
率
な
通
勤
通
学 

定
期
運
實
割
引
、；
学
生
運
賃
割
引
、：
生
活
必
需
品
‘

肥
料
.
.，
教
科
書
な
ど
#:

別
貨
歡
等
級
品
目
.に
#-
^

る
低
運
賃
率
'
 

襲
産
物
な
.ど
：一.
部
の
貨

物
 

に
.対
す
る
勸
定
運
賛
割
引
、
#

採

算

線

区

の

：維

持

や

.建
說
な
ど
.で
あ
.
る)

。
.ま

た

彳

ネ

ル

:

公
共
輸
送
に
各 

種
の
®

約
が
課
せ
ら
れ
、
交
通
の
分
野
で
競
争
が
資
源
配
分
上
の
：主
要
な
手
段
と
^-
る
V

J
と
が
許
さ
れ
て
い
な
：い
唯
一
の
.理
由
.は
、

.

非
採
算
運
賃 

に
よ
る
農
産
物
ぞ
.
の他の輸送ゼ強制する議会の政策であるとさ：；

•

?:,、

 

ハ

監
査
報
告
書
が
あ
げ
た
諸
項
目
や
ネ
ル
ゾ
ン
.の
説
明
か
.ら
示

唆

さ

れ

る

意

味
.で
：の
：公
共
性
を
公
共
輸
送
企
業
の
採
算
の
枠
.の
中
で
解

決

し

.よ
う

.

.

.

.

1 

...

と
す
る
こ
と
は
、，：国
鉄
、が
訴
え
て
い
る
よ
う
に
現
在
の
段
階
で
は
実
行
が
容
易
で
な
：い
。：
そ
の
：よ
5
な
試
.み
'は
、v

必
然
的
に
各
公
共
輸
送
企
業
の 

内
部
で
そ
の
提
供
す
る
各
種
サ
ー
ビ
み
の
間
に
相
互
補
助
が
行
な
わ
れ
る
：こ
と
：を
必
要
と
し

、

そ
：
の

た

め

に

は

当

の

.
サ

ー

ビ

ス

を

提

供

す

る

た

め 

の
費
用
か
ら
は
乖
離
し
た
.差
別

運

賃

が

行

な

わ

れ

な

け

れ

ば

.な

ら

な

い

.
。：

そ
.の
よ
う
な
差
別
運
賃
は
、
鉄
道
が
陸
上
輸
送
市
場
を
独
古
し
て
い
た 

一
九
世
紀
に
は
実
行
す
る
こ
と
が
出
来
た
.。
せ
い
'ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
鉄
道
相
互
間
の
，破
壊
的
競
争
：の
回
避
が
要
請
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
し
、

0

実
、
.鉄
道
は
容
易
に
力
ル
テ
ル
化
し
が
^
で
あ
っ
た
。
し
.か
し
、
道
路
輸
送
の
発
達
に
よ
っ
.て
鉄
道
が
.独
占
を
失
い
、

一
"方
、
通
路
の
所
有
と
切

.
 

.

.

. 

-
:

離
さ
れ
た
道
路
輸
送
の
経
営
が
鉄
道
と
違
っ
て
原
子
的
な
規
模
で
可
能
な
現
在
の
状
態
の
下
で
は
、
.：■.一
 
般
的
な
差
別
運
賃
の
是
認
に
よ
っ
て

い

わ
. 

ゆ
る
公
共
的
負
担
を
各
公
共
輸
送
企
業
の
採
算
の
枠
ひ
中
で
解
決
さ
せ
よ
ラ
と
.試
み
る
こ
と
は
、
実
行
上
に
大
き
な
困
難
が
あ
る
。
し
か
も
、

一
 

層
重
要
な
こ
：と
は
、
同
じ
理
由
に
よ
.っ
て
道
路
輸
送
.で
は
自
家
用
輸
送
が
容
易
で
あ
.る
t
と
で
，あ
る
。
か
づ
て
労
働
党
政
権
の
下
に
あ
っ
た
当

時
 

の
英
国
運
輸
委
員
会
は
鉄
道
と
.長
距
離
営
業
ト
ラ
ッ
ク
を
全
て
所
有
し
経
営
し
た
が
、：：
た
と
.え
：そ
..の，.よ
う
に
道
路
輸
送
：を
も
含
め
て
全
て
の
公
共 

輸
送
が
堆
，

一

の
独
占
下
に
お
か
れ
た
と
し
て
も
、「

自
家
用
ト
ラ
ッ
ク
.は
V
鉄
道
に
対
す
る
と
同
様
に
、
'
規
制
下
の
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
非
競
争
的 

運
賃
を
も
破
壊
す
る
輸
送
機
関」

で
あ
る
。：
労
働
党
は
第
一
；.一.次
大
戦
後
の
運
輸
業
の
国
有
化
に
際
し
て
自
家
用
ト
ラ
ッ
ク
.輸
送
を
も
国
有
化
計
画 

に
包
含
し
.よ
う
と
し
て
果
さ
.な
.か
っ
.た
が
、
'今
日
再
び
政
権
を
得
れ
ば
1
寸
党
の
下
で
：非
国
有
化
さ
れ
た
営
業
ト
.ラ
ッ
ク
：輸
送
だ
け
で
な
く
自
家

么
共
輸
送
に
お
け
る
，公
共
"
性
に
つ
い
て 

九

五

、レ、j

£)

'



' 

•
. 
_ 

■ 

(

4)
用
ト
ラ
ッ
ク
.
^

Q

い
，
て

も

制

限

を

加

え

る

と

と

を

考

え

て

\/
>喪

，
そ.の
..よ
う
な
革
命
的
な
^
法
.で
も
之
ら
な
い
限
り
:'
た
と
え
'公
共
輸
送
に
つ
い

.■

. 

A 

.. 

.

ベ.
.
-
. 

.

; 

■
'
 

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

V
で
独
占
化
が
行
'*
わ
れ
た
と
じ
て
も
、
公

'^
輸

送

；の
分
野
の
：中

だ

け

で

そ

れ

ら

公

共

.的

負

担

を

解

決

し

よ

.う

と

す

る

こ

と

^
は
困
難
が
あ
る
と
云

-
'わ

：れ

上.
5
0 

V
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 ̂
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へ

'
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.■
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V

理
論
上
か
ら
も
、.
そ
の
よ
う
な
試
み
は
.、
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
と
関
係
.な
く
定
め
ら
.れ
る
運
賃
が
充
だ
さ
れ
る
：：べ
き
[(
0
|
-値
の
あ
る
需

耍
を
充
た
：さ
れ
な
い
鲈
の
へ
に
す
る
点
で
批
判
を
受
け
る
。
現
，年
の
自
家
用
輸
送
の
増
大
の
少
な
く
と
も
一
部
は
こ
め
よ
う
な
費
弔
か
ら
乖
離
し
た

• 

.

.

. 

- 

- 

- 

. 

. 

(

5)

：
 

.■

運

賃

設

定

に

原

因

し

て

い

る

こ

：と

は

、
，
，
し

.ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
'

AJ

ろ
で
■あ
る
。
：他
方
、
西
ド
；ィ
ッ
で
行
な
れ
れ
.て
い
る
よ
う
な
公
共
輸
送
の
味

(

6)
.

..

.

護
を
目
的
と
し
た
自
家
用
卜

ラ
グ
ク

に
対
す
.る
*
率

：な

課

税

は

、
.'
逆
.に
自

家

用

輸

送

：
ベ

の

正

当

な

需

要

を

抑

制

ず

る
.ど
，批
判

さ

れ

よ

う

。

国

鉄

の 

監
査
報
告
書
は
，
国
鉄
が
財
被
収
支
の
均
衡
办
限
界
を
越
え
て
国
家
自
的
ヒ
.奉
仕
す
る
こ
ど
.：̂

め
ら
：れ
る
な
ら
ば
、
公
共
企
業
体
の
形
態
を
と 

る
必
要
性
は
存
在
し
な
く
な
る
と
:'
ま
た
低
運
賃
率
や
割
引
の
適
用
を
受
け
な
い
.一.般
旅
客
荷
主
と
.の
間
の
負
担
の
衡
平
を
炎
す
る
も
の
で
.あ
る 

ど
主
張
.し
て
い
る
が
、
.そ
れ
に
，比
充
分
な
根
拠
が
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
：い
°
:'

.
'
:
:
'
-:

'

•..•

、
.し
：
'
 

.....
 

.
.

.
.

.

 

V

ソ
.U
か
し
,
こ
の
よATV

な
困
難
.は
、
公
共
輸
送
企
業
の
探
算
に
関
^

限̂
り
は
、：
わ
が
国
の
国
鉄
が
求
め
て
い
る
よ
う
に
、
そ
し
て
ま
た
欧
州
諸 

国
で
既
に
か
な
り
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
.
こ
.の
種
.の
.公
共
性
に
よ
る
公
共
輸
送
企
業
の
負
担
を
_
家
が
補
償
す
る
こ
と
.に
よ

0
て
解
決
さ
れ 

る
。
そ
れ
に
も
か
か
れ
ら
'ず
、

公

共

輸

送

，
の

現
在
の

.よ
う
な
後
退
の
全
て
が
そ
れ
に
よ
っ
で
正
当
.な
%
の
と
し
て
：説
明
さ
れ
得
る
と
は
云
え
な
い 

で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
、国
鉄
の
監
査
報
告
書
が
公
共
的
負
担
と
し
て
卷
げ
た
各
種
の
項
目
や
ネ
ル
ソ
ン
が
示
し
た
米
国
議
会
の
政
策
の
性
格 

は

、
公
共
輸
送
と
自
家
用
輸
送
を
区
分
す
る
要
素
と
は
直
接
的
に
は
無
関
係
だ
か
ら
で
あ
る
。
定
期
運
賃
の
割
引
、
生
活
必
需
品
の
運
賃
率
の
低 

位
設
定
、
農
産
物
に
対
す
る
連
賃
割
引
、
あ
る
い
は
非
採
算
..ロ
ー 

'力'ル
線
の
維
持
建
設
な
ど
の
項
目
.に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
る
も
の
は
、
'所
得
再
分 

配
そ
の
他
の
_
家
政
策
と
し
.て
..の性
格
，で
^'
る
。
そ
の
よ
う
な
鼠
家
政
策
上
の
，.要
求
か
ら
.交
通
の
分
野
で
運
賃
や
投
資
.の
面
.に
.何
ら
か
の
措
置
が 

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
ぁ
る
と
し
て
も
、
.'
-.そ
れ
は
交
通
の
、
#
に
公
我
輸
送
の
性
格
.が
そ
れ
&
要
求
を
充
た
す
土
に
使
宜
な
、
あ
る
い
は
必
要
な
も

の
で
あ
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。

一
般
公
衆
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
る
サ
ー
.
ビ
ス
.と
い
う
公
共
輸
送
の
性
格
が
各
種
の
国
家
政
策
上
の
要
求
を
充
た
す 

上
で
&

便
宜
さ
や
必
要
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
'
る
.
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
が
、
公
共
輸
送
た
.る
由
縁
か
ら
生
.じ

る
"

公
共
"
性
の
要
求
と
国 

家
政
策
上
の
要
求
と
は
一
兀
来
別
個
の
も
の
で
あ
る
。
公
共
輸
送
に
つ
い
て
不
特
定
.
.の
一
般
公
'衆
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
る
と
い
う
ft

格
か
ら
云
わ
れ 

る
〃
公
共
"

性
の
問
題
は
、

' 
交
通
の
分
野
に
お
げ
る
合
理
性
.
の
観
点
、
資
源
の
能
率
的
な
配
分
や
最
適
な
利
用
の
.面
か
ら
考
え
ら
れ
る
ベ
き
も
の 

で
あ
り
、
所
得
再
分
1

一
般
的
な
市
場
の
整
備
拡
大
、
あ
る
い
は
海
I

場
合
の
a

際
I

に
対
す
る
寄
与
な
ど
S

家
政
策
上
の
要
求
は
ま
.
 

た
お
の
ず
か
ら
別
個
の
，原
理
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
両
者
は
区
別
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
自
家
用
輸 

送
と
択
.
？
的
な
間
係
に
あ
る
も
の
と
し
.
て
.
の
公
共
輸
送
が
.持
'0
.
固
有
の
〃
公
共
"
性
に
つ
い
て

#

え

よ

う

と

す
る
も
の
で
あ

り

、

上
記
の
意
味
合 

い
ザ
が
国
家
政
策
上
の
要
求
に
ほ
及
ば
な
い
。''
'

.

.

,

'

,

.

.

,

';
:

ト
;0
^
^
^
^
^
^

(

1)
「

国
鉄
監
査
報
告
書」

前
出
、
三
六
三—

六
頁
。
こ
れ
ら
の
措
匱
に
よ
っ
て
国
鉄
が
蒙
っ
て
い
る
負
砠
_
は
、
' 国
鉄
の
試
算
に
よ
れ
ば
各
衝
運
賃
割
引
だ
.
 

で
昭
秕
三
六
年
度
一
年
間
に
七
〇
九
像
円
.K-
の
ぼ
り
、
%
々
増
加
し
t
い
る
と
い
う
：
同
年
度
の
国
鉄
の
営
業
利
益
ば
約
五
二
.六
億
盱
で
あ
っ
た
か
ら
、
.
こ 

.
::
の
負
担
は
国
童
,€
)
財
政
を
蛋
し
.て
い
る
，—
石
え
る
。，

';
'
-バ
'
^
^
^
^
^
^
^ ̂
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R. A. Nelson 
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h
e

 

C
m

m
m

 

C
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e
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c

_
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t

 

T
o

d
a

y
- Private and Unregulated carriage,:1963, p. 37 

S
3
:

(

4)

.

，藤

井「

英
国
国
有
ト
ラ
：
ッ
グ
拳
の
形

'成
一
^

一

 

：九
.五
六
年
運
輸
法
と
交
通
調
整」

三
：田
商
学
研
究
、
第
六
卷
第
二
号
、
昭
和
三
八
年
六
月
、
'
六
八
、九一

一
頁
。
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七
え
ば
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G
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H
i
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n
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A
u
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1
9
6
3
.

藤
井
訳
.
 

…
「

英

国

^
お

け

る

上

ラ

ヴ

メ

策

の

国

省

化

と

国

有

解

除

卜

高

速

道

路

と

自

動

車

ノ

第

七

卷

第

五

号

广

昭

和

三

九

年

五

月

ダ

五

五

隹

。

.
(

6

)

増
井
健
1

「

西
ド
ィ
ッ
の
ト
ラ
ッ
ク
事
業」

内
外
長
距
離
路
線
ト
ラ
ッ
ク
の
現
況
、
プ
リ
デ
ス
ト
ン
：ニ
.
ユ
ー
ス
，別
冊
第
三
号
、
昭
和
三
七
年
、

六
七
頁
。 

(

7)
「

国
鉄
監
查
報
告
書」

前
出
、
三
六
七
頁
。

：

：

..

.

.

公
共
輸
送
に
お
け
る
〃
公
共
"
性
に
つ
い
て 

夂

セ

(

六
.
一
七)



:

一
不
特
定
のI.
卷

衆

：の

利

用

麗

f

れ
I

P
う
性
格
か
ら
公
共
輸
送
が
着
；
〃
公
共
t

 

独
占
規
制
の
た
め 

.
'の
制

約

；と

も

区

別

す

る

：必

要

が

ぁ

釋

ー

讓

て

I

鉄

管
^

の

鉄

道

に

対

す

る

讀

の

政

策

は

、

,.
.

_

ヴ

ィ

系

ま
た
.使
宜
と
瘙
済
性
の
迤
由
げ
ち
- ^
他
的
な
独
占
を
生
ず
る
；で
あ
ろ
5
よ
う
な
免
許
を
与
ぇ
る
ベ
き
：で

ぎ

'と
す
る
.よ
り

初
期
の
^g

」

に
盛
、
 

て

い

た
.；
：
つ
；ま

り

、

当

诗

に

ぁ

.っ

へ

ミ

は
、
：
英

国

：で

は

一；

八
I

袁
道
条
項
統
合
法
、
来

H
で
^
^

運
賃
の
詔
可
讳
度
不
当
な
特
恵

.の
禁
止
、
.運
賃

そ

の

他

の

違

送

条

件

公

表

の

強

制

な

ど

一

，
連

益

 

，一
九
世
紀
後
半 

に
は
フ
ヵ
ル
テ
ル
連
賃
や
プ
丨
ル
計
算
の
禁
止
、
：最
高
運
賃
制
度
な
ど
I

ら
.わ
さ
れ
る
よ
う

 ̂

第

一

次

k

戦
後
鐘
っ
て
、
英
国
の1

九m

年
鉄
道
法
、
米

国

の

一

.
九
ニ
〇
年
運
輸
法
の
標

準

収

入

の

規

定

、

最
低
運
賃
制
度
の
採
明
I
さ

れ

る

よ

う
 

(

に

、'.
政
策
の
重
点
は
む
し
ろ
独
占
の
擁
護
、，
競
争
.の
規
制
に
眵
：づ
た
>
'

.
:'

''
入

'

.、

鉄
道
.力
陸
上
輸
送
市
場
を
独
占
支
配
し
て
.い
た
一
九
世
紀
i

■独
占
力
I

差
別
な
行
使
に
よ
0
^

.

避
け
る
た
め
の
独
占
規
制
に
は
意
義
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
日
鉄
道
は
道
路
輸
送
の
発
達
に
よ
っ
て
独
占
真
い
ぐ

一
方
：

|

九

：

H

紀 

当

時

に

形

成

さ

れ

た

各

種

の

制

約

.の

存

続

に

よ

っ

て

道

路

輸

送

と

の

競

争

に

対

処

す

る

効

果

的

な

手

段

を封
じ

ら

れ

て

い

る

。
' 鉄

道

は
、

.

そ

れ

ら 

制

約

を

過

去

の

独

占

時

代

.の
遺

物

と

見

做

し

て

.、

そ

の
撤
廃
あ
る
い
は
緩
f

求
め
て
き
た
。
：
た

し

か

に

、道
路
輸
送
や
航

空

輸

送

と

いう
す

ぐ 

れ
た
代
替
サ
丨
ビ

ス

の

存
在
す
る
現
在
で
：は
、
：鉄
道
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
制
約
の
：あ
る
部
分
は
競

争

.上

衡

平

を失
す

る

も

の

と

認

め

ら

れ

る
か

も
 

免
れ
な
I

事
実
、
各
国
の
鉄
道
に
対
す
る
制
約
は
次
第
に
緩
和
さ
れ
る

方

向

に

あ

る。

.

し
か
し
、
不
特
定
の
需
要
者
の
利
用
に
：供
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
异
わ
れ
る
〃
公
共
"
.性
は
、
独
占
規
制
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
は
い 

え
こ
れ
も
ま
た
元
来
別
個
の

.性
格
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
独
占
の
規
制
と
同
時
に
そ
：の
擁
護
を
求
め
た
最
も
初
期
.の
改
策

に

お

け

る 

態
度
や
第
一
次
大
戦
後
の
独
占
規
制
か
ら
独
占
の
擁
護
へ
の
政
策
の
重
点
の
移
行
と
い
う
事
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
今
日
、
.鉄
道
に
対
す
る
各
種 

の
制
約
は
し
は
し
は
独
占
規
制
の
手
段
で
だ
け
あ
る
か
の
よ
う
に
見
做
さ
れ
る
。
し
か
し
、
独
占
の
規
制
と
同
時
に
そ
の
擁
護
、
競
争
の
規
制
が 

求
め
ら
れ
た
と
.い
う
こ
と
ば
、

"公
共
"
性
を
保
持
さ
せ
る
た
め
に
は
鉄
道
に
独
占
を
与
え
る
こ
と
が
便

宜

で
あ

り

必

要

で
お

る

と

考

え

ら

.̂

た 

か
^
に
他
な
ら
な
い
。
' .

不
特
宠
の
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
"公
共
"
姓
を
保
持
.さ
.せ
る
た
め
に
は
独
占
を
与
え
る
こ
と
が
便
宜
で
あ
る
と 

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
'ネ
ル
ソ
ン
.の
説
明
が
明
快
で
あ
る
。「

運
輸
に
政
府
が
現
在
規
制
を
加
え
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
説
か
れ
る
第
一
の
、
 

そ
し
て
最
も
一
般
的
な
爵
は
、•
政
府Q

何
ら
か
の
規
制
の
助
け
な
し
に
は
充
分
で
公
正
：な
輸
送
‘サ
I
ビ

^
は
.行
な
わ
れ
な
W
で
あ
ろ
う
と
の
コ 

.モ
ゾ
：

ロ
丨
の
歷
史
的
な
前
提
の
変
形
で
あ
る
。
現
在
云
わ
れ
て
い
：る
そ
の
よ
う
な
議
論
は
、
定
期
的
で
廣
頼
性
の
あ
る
サ
丨
ビ
ス
、
ま
た
..財
政 

的
に
も
責
任
の
と
れ
る
丨
ビ
ス
と
い
う
も
の
は
殺
人
的
な
競
争
の
下
に
あ
る
輸
送
企
業
に
よ
っ
て
は
提
供
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
信

念

に

塞
 

い
て
い
る
。
つ
ま
り
競
争
に
よ
る
盛
衰
は
'、
安
定
的
な
運
賃
と
.充
分
な
サ
ー
.ビ
.ス
に
導
か
な
い
と
.い
う
の
で
_あ(

衫
。」

'こ
の
よ
う
な
〃
公
共
"
性
も
ま
た
、
.国
家
政
策
上
の
要
求
の
場
合
と
同
じ
.よ
う
に
、
そ
の
保
持
忆
伴

う

問
題
を
公
共
輸

送

企

業

の

枠

の

中

で

猝
 

決
す
る
た
め
に
は
企
業
の
内
部
に
お
け
る
相
互
補
助
が
、
.従
っ
て
独
占
が
不
可
欠
で
あ
る
。
づ
ま
り
、
鉄
道
，に
対
す
る
歴
史
的
な
是
認
、
競
争
の 

4
制
ぼ
、

"公
共
"
'挫
を
鉄
■

要
求
す
る
.代
償
と
し
て
行
な
わ
れ
允
も
の
で
あ
り
、
.狹
占
規
制
は
鉄
道
が
そ
音
う
に

^
^

が
ら
得
た
力
を
木
当
に
行
使
す
る

■こ
'と
を

防
ぐ
た
め
に
な
.さ
れ
た
%■
■
の
，と

#
え
ら
.れ
每

，
従
：つ
て

、

-;
.
:
.
#
共

"
'
,
性
を
求
め
る
必
.要
€
ひ
い

て

は

逛 

占

規

制

を

生

ぜ

し

め

_た
の

で

あ

り

、

独

占

を

規

制

す

る

必

要

於

#

種
の
.;
-
"公

共

"
性

制

約

を

生

ぜ

：し

办

た

，0

$

.は

な

い

。

へ

ぺ 

'
以
上
の
|よ

う
に
考
え
る
と

、

鉄

道

.に

対

す

る

運

送

栢

絶

の

察

it
そ
の
他
の
制

約

を

歡

し

て

直
ち
に
独

占

規

制

と

.な
し

、

現
在
鉄
道
の
独

占

が

失 

I

輸
送
に
お
：け
る
〃
公
共
"
性
に
つ
い
て
：
，

.

.

: 

•

'.
九

九
5

.
九)



.

.

; 

1〇

〇(

六
ニ
〇)

わ

れ

て

い

る

こ

と

と

し

I

れ
ら
制
約
の
緩
和
撒
S

求
め
る
論
理
に
は
飛
躍
が
あ
る
と
云
わ
.

ね
ば
窘

お
い
.

て
云
え
る
こ
と
は
、
"

公
共
"
，
性
を
保
持
さ
せ
る
必
要
め
た
め
に
鉄
道
ぬ
独
占
を
与
え
る
こ
と
が
便
宜
な
も

の
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ 

と
に
と
ど
ま
る
。
た
と
え
独
占
が
便
宜
な
本
の
で
は
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
運
送
拒
絶
の
禁
止
そ
の
他
の
制
約
で
.あ
ら
わ
さ
れ
て
き

た

よ

う

な 

/ム1
"

性
制
約
ヵ
現
在
不
必
要
な
も
の
と
な
っ
て
41
>

る
か
ど
う
が
は
、
，な
お
答
え
ら
れ
な
け
^

終
道
に
つ
，

>

て
以
上
に
見
て
ぎ
た
と
こ
ろ
は
、
道
路
公
共
輸
送
に
I

だ
等
し
く
あ
て
は
ま
る
。
道
路
疼
送
を
含
め
て
公
共
輸
送
は
、
自

家

用

輸
送
の
存
在
に
よ
っ
て
今
日
で
は
陸
上
輸
送
市
場
を
独
占
す
る

こ
為

不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、

公
共
輸
送
の
.

〃
公
共
"

性
を
企
業
に
独
占
を
.

与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
採
算
の
梓
の
中
で
解
決
し
よ
う
と
試
み
f

と
は
，
国
家
政
策
法
要
求
の
場
合
と
同
じ
^

実
行
が
容
易
で
な
い

で
あ
ろ
う
，
理
論
的
に
も
ま
た
'

そ
の
よ
う
な
試
み
は
、
"

公
共
"
性
保
持
の
た
め
办
費
用
を
実
際
の
サ
丨

ビ
ス
利
用
者
に
転
嫁
す
る

こ

と

に
な
.

り
、

そ
れ
は
充
た
.
.さ
れ
る
ベ
ぎ
価
値
の
あ
る
•需
要
が
充
た
さ
れ
な
い
結
果
を
生
じ
る
か
ら
.

批

判

裏

け
よ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
こ
と
よ
、
公
.

共
蓮
に
運
送
拒
紙
.の
禁
4

そ
の
他
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
：

'
.
:
"公
共
"
性

塞

李

る

こ
と
が
不
必
要
で
.あ
る
と
い
う
こ
と
を
直
ち
に
意
味
す
る
t

で
は
な
し
公
共
輸
送
.企
業
に
現
在
課
せ
ら
れ
て
い
.
盏

約

の

中

に

純

粋

に

独

占

規

制

の

た

め

.に

の

み
課
せ
ら
れ
て
い
る
制
約
が
あ
る
と
す
れ

は
そ
れ
ら
は
今
日
で
は
既
に
不
必
要
、
不
合
理
な
も

の

.と

な

って
い
る
か
.も
知
れ
な
い
。.
し
か
し
、
I *

豕
用
輸
送
の
発

達

に
よ
.
っ
て

陸
上

蓮

市
場
に
お
け
る
公
共
輸
送
の
独
占
が
失
わ
れ
た
t

て
も
、
運
送
拒
絶
の
禁
止
そ
の
他
の
制
約
が
不
必
要
、
不
合
理
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
な
お

検
討
を
要
す
る
事
柄
で
あ
る
。
不
特
定
の
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
る
公
共
璧
の
性
格
か
ら
生
じ
る
〃
公
共

"

性
保
持
の
問

題

と

.独

占規 

制
^

問
題
は
別
個
の
^

の
だ
か
ら
で
あ
る
。

，
.'

(

1)

。.

佐
波
教
授
に
よ
れ
ば
、
海
上
輸
送
は
自
家
用
輸
送
か
ら
公
共
輸
送
へ
と
い
う1..

般
的
発
展
過
程
を
経
験
し
、
.鉄
道
も
ま
た
同
じ
経
I

ヒ
ど0

，こ
と
さ
れ 

メ 

^

_

「

交
■

論」

改
訂
版
、
昭
和
豪
年
、
§

5

教
授
の
場
合
、
英
国
に
お
け
る
鉄
道
の
出
現
を
.
 
一A

i
m

年
と
し
、
公
共
鉄
道
の
そ
れ 

ノ
一
〇
年
と
L
て
' 
鉄
道
に
お
け
る
自
家
用
輸
送
の
時
代
を
き
わ
め
'て
短
期
間
と
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
鉄
道
あ
る
い
は
公
典
鉄
道
の
：定
義

.

:を
き
び
し
く
と
っ
て
お
ら
れ
る
.か
ら
で
あ
ろ
う
。
鉄
道
を
使
用
動
力
や
軌
道
資
材
め
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
特
殊
化
さ
れ
た
.通
路
に
よ
る
輸
送
と
広
く
解
釈
す
れ 

ば
、：少
な
く
.と
も
一
七
世
紀
輩
に
は
構
内
輸
送
の
規
模
を
越
え
た
_
家
用
鉄
道
輸
送
が
一
般
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
I

.
 Jackman ,The Develop, 

ment of Transportation i
n
^
o
d
e
m

 England. 

2nd., ed., 

1
9-s
,
 .p.. 461 infra.) 

Surrey 
■ Iron... Railway 
は
今
日
の
鉄
道
と
.違
っ
.て
単
両
に
よ
る
輸
.
 

送
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
わ
ず
通
路
の
み
の
提
供
者
で
，あ
っ
た
し
、
ま
た
蒸
気
動
カ
を
使
^-
じ
な
い
鉄
道
で
は
あ
'っ
た
が
、
法
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
最
初
の
公
共 

鉄
道
と
云
わ
れ
て
お
り(

W.
W
. AcworthsThe Elements of Railway Economics* 

1905, d
.
105.; 

Jackman, op. 

c
i
r

p. 
_

■)

、「

明

ら

か

に

、
 

種
々
の
製
品
を
輸
送
す
る
た
め
の
公
共
鉄
道
を
建
設
す
る
と
い
う
最
初
の
試
み
で
あ
っ
た
。」

P. 

472 .
)

絶
っ
て
鉄
道
に
も
ま
た
か
な
り
の
自
家
用
輸 

送
時
代
が
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
わ
が
国
の
場
合
、.最
初
の
公
共
璧
の
出
現
は
明
治
五
年
の
国
鉄
の
開
業
で
あ
っ
た
が
、
蒸
気
動
力
の
未
採
用
と
い
う
こ
と 

を
許
す
な
ら
ば
わ
が
国
最
初
の
鈇
道
は
明
治
ニ
年
に
建
設
さ
れ
た
北
海
道
茅
沼
炭
'0
4
の
延
長
約
|
1八
町
に
及
ぶ
自
家
用
鉄
道
で
，あ
る
。

(

鉄
道
省「
日
本
铁 

道
史」

上
巻
、
大
正 
一.
◦年
、
三
〇
〇
頁
。)

、
：

.

'

(

2) 

Bonavia, op. 

c
i
r
p

(

3) 

Nelson, 

035.
C
F
p
.

 34.

(

A

 :

第一

次
大
戦
後
の
攀
.規
制
.は
も
ち
ろ
ん
鉄
道
相
互
間
の
そ
れ
を
目
的
と
..し
た
も
の
で
あ
り
、
今
日
の
よ
う
な
輸
送
機
関
の
間
の
擎
あ
る
い
は
公
电
输 

送
と
自
家
用
輸
送
の
間
の
競
争
に
は
か
か
如
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
こ
こ
で
の
議
論
に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
。
事
実
.、
現
在
わ
が
国 

の
公
共
ト
ラ
ツ
ク
輸
送
に
.は
免
許
制
度
に
加
え
て
最
高
最
低
運
賃
制
度
が
と
ら
れ
て
い
る
し
、
ま
た
先
.に
.あ
げ
た
西
ド
イ
ツ
の

自
家
用
ト
ラ
ッ
ク
に
対
す
る
高 

率
課
税
は
公
共
輸
送
保
護
の
政
策
で
ぁ
る
!.
0
.
:
:
.
.
，
:

:

-

」

'

..

.

,

.
: '
四

：

'

.

国
家
政
策
上
の
要
求
と
も
、
純
粋
に
独
占
あ
る
：い
は
競
争
の
規
制
の
た

め

の

も

の

と

も
区
別
さ
れ
で
、
不
持
定
の
一
般
公
衆
の
利
用
に
.供
せ
ら 

れ
る
公
共
輸
送
の
性
格
か
ら
云
わ
れ
る
"公
共
"
性
の
内
容
を
知
る
に
は
、
現
実
に
公
共
輸
送
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
制
約
を
具
体
的
に
見
る
こ
と 

;が
便
宜
で
あ
る
。
•わ
が
国
の
場
合
、瑰
在
鉄
道
と
道
路
公
共
輸
送
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
、
"公
共
"
性
制
約
と
し
て
は
、連
送
拒
絶
の
禁
止
、
営
業
の 

継
続
、
運
賃
そ
め
他
の
運
送
条
件
の
公
示
、
運
送
順
序
の
遵
守
が
法
規
上
明
文
で
強
制
さ
れ
、
，ま
た
運
賃
の
認
可
制
度(

国
鉄
の
場
合
は
国
含
ょ
る

公
共
輸
送
に
お
け
る
.
"公
共
"
性
に
つ
い
て
. 

ー
0
ー

(

六
ニ
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祀
関
連
ル
'^
公
：正
妥
当
.
A運

賃

：め

強

制

、
：.：
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'
;

不
当
な
.
患
：の
禁
业
が
間
接
的
に
あ
る
と
冴
る
^
と
が
出
来
る
。
き

に

、
た
と
え
ば
通
路 

.と
も
弋
の
道
路
忆
ゝ
つ
.い
尤
は
、
$

..い..で
あ

ろ

久

ハ' 
:
.
:
'
:
'

■、
，
：
 

U.

.

.
' 
'

.

.

.'

V

 

.■■
;■ 

. 

V
: 

+

.

■
,
■

:
.
'
.

■ 

. '

'..パ

.
V
. 

V
.

ル
>
.
.
.
.
.
.
.
:

--
!
:-.
:

'
.
.'
'

い
い
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•

.:
■
そ
れ
^
各
：種

の
"公
共
"
性
制
构
の
性
格
は
、
運
送
拒
畫
の
禁
止
,;
'
:
'
;営
業
継
続Q:

強
制
に
本
質
的
I

ら
わ
さ
れ

る

。
。
何

故

な

，

0
、，

運
送
拒
絶 

の
禁
:1
b
や
営
業
継
続
.の
強
制
を
欠
く
時
に
：は
、
.そ
の
他
の
制
約
は
実
際
上
の
意
味
を
失
う
か
ら
で
あ
る
I

わ
れ
る
。
わ
が
国
の
場
合
、
運
送
直 

絶
の
.禁
止
に
つ
い
.て
鉄
道
営
業
法
は
次
：の
ょ
う
に
こ
れ
を
定
め
て
い
る
。

第
六
条
,-
鉄
道
ハ
左
ノ
事
項
ノ
具
備
シ
タ
：ル
場
合
-
1
.
於
テ
ス
貨
物
ノ
運
送
ヲ
拒
絶
：ス
.ル
.コ
'ト
ヲ
辱
ス

''
-

.

:

L
V-
荷
送
人
力
法
令
其
.ノ
他
鉄
道
運
送
—関
ス
ル
規
程
ヲ
遵
守
ス
ル
ト

キ

.

.
:
,
1
,
”

2.
貨
物
ノ
連
送
ニ
付
特
別
ナ
ル
責
務
ノ
条
件
ヲ
荷
送
人
ョ
リ
求
メ
サ
.ル
ト
ギ 

.

.3

運
送
力
法
令
ノ
規
程
又
.ハ
公
ノ
秩
序
若
ハ
善
良
ノ
風
俗
ニ
反
セ
サ
ル
.ト
キ 

4.
貨
物
力
成
規
'ニ
依
リ
其
ノ
線
路
ニ
於
ケ
ル
運
送
ニ
適
ス
ル
ト
キ

V 

5.
.天
災
事
変
其
ノ
他
己
ム
ヲ
得
サ
ル
#
由
ニ
.基
因
、ゾ
タ
ル
運
送
上
ノ
支
障
ナ
キ
ト
キ 

'前
項
ノ
規
程
ハ
旅
客
運
送
|ー
 
之
.ヲ
準
用
ス 

.

ま
た
、
営
業
継
続
の
強
制
.に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
地
方
鉄
道
法
は
次
の
ょ
う
に
規
定
す
る

。

.
/
'

第
二
七
条
地
方
鉄
道
業
者
ハ
主
務
大
臣
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ル
一
一
非
サ
レ
ハ
運
輸
営
業
ノ
全
部
又
ニ
部
ヲ
休
止
シ
又
ハ
廃
止
ス
ル
.コ
ト
ヲ
得
ス 

.地
方
鉄
道
会
対
/
解
散
ノ
決
議
ハ
主
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
其
ノ
効
力
ヲ
生
セ
.ス

..

国
鉄
に
つ
い
て
も
、
営
業
線
の
休
止
廃
止
に
同
様
の
衆
定
が
あ
る
0

: 

'

.

.「

へ
'.、

'

.

.

.

:

各
国
の
鉄
道
は
規
定
上
の
明
記
の
程
度
、
窘

.の
相
違
は
あ
っ
て
も
、
.ほ
ぼ
同
様
の
.強
餘
を
受
け
て
い(

^

道
路
公
共
輸
J

湯

含

，

H
、

翁

S 

.

一
般
に
鉄
道
よ
り
も
強
制
が
緩
や
か
で
あ
り
、
全
く
強
制
の
な
い
例
も
少
な
く
な
い
が
、
わ
が
国
で
は
道
路
運
送
に
鉄
道
と
類
似
の
強
制
規
定 

が
あ
る
。

.

公
共
輸
送
企
業
と
い
う
言
葉
は
d

日
目

c
a
r
r
i
e
r

に
相
当
す
る
が
？
前
田
教
授
に
よ
れ
ば
、c

o
m
m
o
n

と
い
う
用
語
の
歴
史
妁
な
意
味
太 

、
 

(

2)

duty to serve.

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
.の
よ
う
なc

o
l
o
n

の
歴
史
的
な
意
味
、
あ
る
い
は
運
送
拒
絶
の
禁
止
や
営
業
継
続
の
強
制
そ
の
他
の 

具
体
的
な
制
約
か
ら
す
る
と
、
交
通
の
分
野
で
特
に
公
共
輸
送
に
つ
い
て
そ
の
固
有
な
性
格
か
ら
云
わ
れ
る
"公
共
〃
性
は
、
不
特
定
の
一
般
公 

衆

か

ら

成

る

需

要

者

に

対

し

て

輸

送

サ

ー

ビ

ス

：
の

利

用

可

能

性

availabillty-for-use

へ
を
提
供
し
、

ま

た

そ

.の

提

供

を

保

証

す

る

こ

と

で

あ

る 

と
云
え
よ
う
。
全
て
の
〃
ハ
ム
共
〃
性
制
約
が
連
送
拒
絶
の
禁
止
、
営
業
維
続
の
強
制
を
欠
く
時
に
は
実
際
上
の
意
義
を
失
う
と
云
わ
れ
る
の
は
、
こ 

_の

"公
共
"
性
の
内
容
を
示
唆
し
て
い
る
。
利
用
可
能
性
の
提
供
と
保
証
と
い
.う
.こ
と
は
、.
提
供
さ
れ
る
输
送
サ
一
ビ
ス
が
実
際
に
利
用
さ
れ
る 

か
ど
う
か
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
輸
送
サ
ー
；ビ
ス
.を
求
め
る
も
の
に
は(

そ
の
要
求
が
合
法
の
も
の
で
あ

り

、

対
価
の
支
払
そ
の
他
一
定
の
要
件
さ 

え
充
た
し
て
い
れ
ば)

何
人
に
も
サ
ー
ビ
ス
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
且
つ
ま
た
そ
の
.こ
と
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
公
共
輸
送
に
つ 

い
て
そ
の
固
有
な
性
格
か
ら
云
わ
れ
る
"公
共
〃
性
.の
内
容
で
あ
ろ
う
。
ボ
；ナ
ヴ
ィ
ア
ば
、
-.「

多
く
め
場
合
に
、

消
費
者
に
対
す
る
そ
の(

交
通 

の)

価
値
.の
大
部
分
は
、
一
そ
れ
が
求
め
ら
れ
る
そ
：の
時
に
利
用
出
来
る
と
い
う
消
費
者
の
.実
際
の
■知
識
に
か
：か
っ
て
ぃ
¥

」

と
述
べ
た
。

ボ
ナ 

ヴ
ィ
ァ
の
こ
.の
言
葉
は
、
木
特
定
の
一
般
.公
衆
を
需
要
者
と
す
る
公
共
輸
送
の
.み
に
求
め
ら
れ
る
固
^
 ̂

"
公
共
"
.：性
の

性

格

を

適

切
.に
一
衣
い
，
.あ 

,

.
ら
わ
し
て
い
る
。

' V:;
.

 

: 
'..

..
ま
.た
、
.：そ
の
こ
と
は
、
.い
わ
ゆ
る
公
共
輸
送
企
業
と
し
て
車
両
を
も
っ
て
直
接
の
輸
送
サ
し
ビ
ス
.を
提
»
す
る
'も
の
，だ

け

に

_
つ

い

て

言

わ

れ

る 

.

で
と
で
は
な
い
。
.道
路
に
も
ま
'た
、
：：
通

路

と

：
し

て

と

0
意
味
で
の
公
共
性
が
期
待
さ
れ
る
。
今
白V

I
，

般
に
利
用
可
能
性
の
提
供
と
そ
の
保
証
と 

む 

い
う
意
味
で
の

"公
共
ヴ
性
の
要
求
は
、
:'
直
接
の
.輸
送
サ
丨
11
'
.ス
を
提
供
す
る
企
業
に
1つ
い
て
の
み
云
わ
れ
ク
道
路
に
つ
い
て
ば
云
わ
れ
る
こ
と
.：

.

が
少
な
い
が
、
.そ
れ

は

道

路

が

国

の

：給

付

す

べ

き

も

の

；
ど

.見
做
さ
れ
、
そ
の
刺
用
可
能
性
の
提
供
と
保
証
は
当
然
.の
、こ
とA

J

しV

考
え
ら
れ
て
い 

.
公
共
輸
送
に
お
け
る
〃
公
共
"
性

に

つ

い

て

. 

1
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六
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し
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0四
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六
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る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
.ー
八
世
紀
後
半
か
ら
ー
九
世
紀
に
か
け
て
の
タ

ー

シ

•。
ハ
イ
ク
時
代
の
例

，を
とる
ま
で
も
な
く
、
今
日
の
わ
、̂
,
国
に

お 

い
て
も
私
有
の
下
で
不
特
定
の
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
て
い
る
自
動
.車
道
路
が
あ
^2
、

そ

れ

ら

.の

道

路

に

対

し

て

は

鉄

道

ゃ

道

路

公

共

輸 

送

に

課

せ

ら

れ

，て

い

る

運

送

拒

絶

の

禁

止

、
営

業

継

«
の
強
制
：に
対
応
す
る
供
用
拒
絶
の
禁
止
、
，供
船
継
続
の
龈
制
が
.行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の 

一
方
に
お
い
て
国
鉄
が
所
有
す
る
専
用
道
路
も
存
在
す
る
め
で
あ
っ
て
、
そ
の
所
有
経
営
が
国
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
か
民
間
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ
る
か
は
、
不
特
定
の
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
る
道
路
で
あ
る
か
、
.特
定

の

者

の

利

用

.に

の

み

開

か

れ

た

専

用

の

道

路

で

あ
る
か
の
通
路

- 

'•
- 

-

と
し
て
の
機
能
上
の
相
違
に
；は
関
係
が
な
；
.い'0
不
特
定
.の
一
般
公
衆
よ
り
な
る
需
要
者
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
る
道
路
に
対
し
て
.は
、
そ

の

所

有

経

'営
が
国
に
よ
る
と
民
間
に
よ
る
と
を
問
わ
ず
、
.他
の
輸
送
機
関
や
企
業
と
同
じ
よ
う
に
、"公
共

"
.
性

め

問

題

が

生

じ

る

は
ず
で
あ
る
。
交

通

の

分

. 

- 

.

野

に

お

け

石

合

理

性

.を

求

め

る

上

で

は

,,
'
国
鉄
が
除
外
さ
れ
な
い
の
.と
同

様

に

.
、
，
道

路

.%
:ま
た
公
有
を
理
由
と
し
て
検
討
の
対
象
か
ら
除
外
す
ベ 

き
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
議
論
は
道
路
.に
も

等

し

く

あ

：て

は

ま

る

-°
.
ソ

公
共
輸
送
に
つ
い
て
固
有
に
言
わ
れ
る
"公
共
"
'性
を
こ
：の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
の
.利
用

可

能

性

の

提

供

と

そ

の

.保

証

で

あ
る
と
考

え

る
.と
、
交 

通
の
分
野
に
お
け
る
合
理
性
と
.い
う
観
点
か
ら
は
さ
ら
^
次
.の
よ
う
な
問
題
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
' 第
一

に

、

利

用

可

能 

性
の
提
供
と
保
.証
と
い
'う
意
味
で
の
.
"公
共
"
性
を
公
共
輸
送
：に
要
求
す
»
こ
^
は
現
在
必
要
な
：の
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
に
、
も
し
も
必
要
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
市
場
に
お
け
る
各
経
済
主
体
の
自
由
な
活
動
の
過
程
の
中
で
充
た
さ
.れ
る
.も
の
な
の
で
あ
ろ
う
.か
、
そ
ft
と
も
そ
れ
が
充

.

 

.

 

..

 

:

'

.

 

,

た
さ
れ
る
た
め
に
は
何
ら
か
の
外
部
的
な
干
渉
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
最
後
に
、
も
し
も
外
部
的
な
干
渉
が
必
要
と
さ
れ
る

■ 

/ 

ダ
-.

な
ら
ば
、
そ
れ
は
ど
の
：よ
う
な
か
た
ち
で
行
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
.で
あ
：ろ
う
か
。
現
在
の
公
共
輸
送
の
幾
つ
か
の
問
題
、
た
と
え
，ば
企
業
的
に
は

^

1

0
 

"

I

I
利
用
可
菌
の
提
供
と
保
証
と
し
て
考
え
、
と

，れ
ら
の
疑
問
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

、

_
家
政
策
上
の
必
要
と
は
別
個
に
交
通
の
分
野
の
中
で
の
解
決
に
何
ら
か
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
か

も
 

知
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
し
て
は
次
の
機
会
に
考
え
る
こ
と
と
し
''
こ
こ
で
は
設
問
す
る
に
と
ど
め
た
い
0

(

1)

英
国
の
場
合
に
は
、一

九
六
ニ
年
運
輸
法
で
運
賃
設
定
上
の
完
全
な
自
由
を
与
え
る
と
共
に
鉄
道
をcommon 

carrier

と
は
見
做
さ
ず
、一

切
のcom— 

mon carrier

義
務
を
免
除
す
る
と
規
定
し
た
。
.(Transport 

Act. 

1962, 

sec. 
B

ま
た
一
九
六
〇
年
の
西
独
連
邦
鉄
道
経
営
調
査
委
員
会
は 
一
0
0 

キ
ロ
以
下
の
距
離
の
：輸
送
は
経
済
的
理
由
に
ょ
り
拒
絶
出
来
る
も
の
と
す
る
こ
と
•を
提
案
し
て
い
る
。‘(

運
輸
調
查
局
調
查
資
料
第
三
九
七
号「

ド
イ
ツ
連
邦 

鉄
道
の
経
営
改
善
に
関
す
る
ブ
ラ
ン
ト
委
員
会
意
見
書」

昭
和
三
六
年
、
第1

分
冊
兰
六
丨
七
頁
、
五
九
丨
六
〇
頁
。
第一

一
分
冊
三
八—

九
頁
。

)

(

2

}
前
田
義
信「

運
賃
の
'経
済
理
論」

.昭
和
三
六
年V

四
六
四
丨
七
〇
頁
。
V 

(

3
; 

g
^
p̂.
i°
.
:
o
p
.

o.
i
r

P., 

l
o
a
. 

.

.

く

.

.

.

.

.

.

.

(

4)

こ
れ
ら
の
私
有
一
般
自
動
車
道
は
、
昭
和
三
八
年
六
月
に
は
ニ
六
区
間
、
延
長
約
一
五0

キ
ロ
ほ
ど
あ
る
。

一
方
国
鉄
の
所
有
す
る
専
用
自
動
車
道
は
三 

区
間
、
延
長
約
三
五
キ
ロ
が
存
在
す
る
。( 「

陸
運
統
計
要
覧」) 

'

公
共
輸
送
に
お
け
る
"公
共
"
性
に
つ
い
て
 

一

◦
五

(

六
ニ
五)


